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りんご心喰轟(モモヤングヒガ)の後生と

土壌管理との関係

士
口 回 龍夫
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緒言

従来りんご栽暗に於て果責に議入する各町心日食品の被害を防ぐ日的を以て果賞に袋掛が行わ

れて府る。大京!lli市下作の進展にH'ない袋の材料主主ぴに持力の不足を来たし当時袋栽培を品博土・に

依り 1J~ll日せられ，各試験研究機関に於て元協会研究せられ，主として薬剤J散布に依る防除法が一回(

成功の域に控した。市し薬剤にのみ撮る4Jq土自ら撒布団数の精力11に従って経費の増加を来たし，

又節々の明iに於て%[@:すべき事多々有り ，J!l~袋栽培と!ljt も袋掛波崎の場合に於ける程度の薬剤撒

布回数或いは 1-2 回の増加により栽lifする~f.が必要と;}ラえられたので，土壌管迎1\に依る蛾の殻生

事11制に闘する賀験を試みた。

心咋喰E品の殻生に)就沈いては 1叩94お3!a年l子三(何日日手和1118主年F-刊三リ)品|同事専.士によ D殻生J朋明に於けるrl-l耕L枇i庁f土鋲!倒!{

守葬率¥f低正下下:1に乞有効なりと殻去せられてK府I守?るが， 本'1恨託町÷背号は』県L貰被容至率存でで.なく土壊管盟の方法によりモ

モシンクヒ蛾の護生に芭J接安及ほ、す影型響-を 1叩95卯0-1叩95日1!0年lド三に於て貰1験詰設旨せる車章討結結純1古古在l白与千t令:県F

T向4何可3沿忌吋オ本4研究をZな主すにi常Zり余市泉果.樹|岡凋I前i清t主任j品'口芯73J教授)訪妨枕.びび、に現=主1:ミ叶4粍z搾川敬授に御指導を賜つた司j.

lは工i梁謝に耐へぬところである。
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第 1章心喰轟類の設生密度とモモシンクヒ蛾の重要性

北海道大早良車部余'Ili;!.l~樹 l持に於て~ft:布-が多数の被告処に就いて調査した結果判明せる心喰

品類娃びに夫々の加害歩合は第 1去に示す如くである。

第 1表

1950年

種 類----一一一一 (%) 

95.60 

ナシヒメシンクイカ' 2.37 

リンゴ | 
シロ， ヒメシンクイカe

2.03 

1951年

(%) 

75.44 

5.89 

18.67 

平均

(%) 

85.52 

4.13 

10.35 

即ちりんごに議入被害を及ぽす心喰品には3種類が見出されるのであるが，共の内で最も加

害率正;)きものはモモシンクヒ蛾である。従って此のモモシンクヒ蛾の費生特度低下封策を諮歩る

事とそ~!K袋栽t古賀施に最も主要なW.となる。

上掲の調査結果は余市に於て得られたものであゐが，北海道の他のDんど栽培地に於ける心

喰品類主立てKにその加害の傾向も大休に於て本調夜に類似するものとみて捺支えなかろうと思う。

第2章賓験材料反び方法

Hl501j三第 1@ll]護金賞験に供試した越年繭(冬繭幼議態)は前年第2回日の被害県を蛸採しhlil

場に節iを過した*Hl土を置き共のJ-.に被害県を置き越年せしめ，翌おに五り土壌に飾を胡・け採繭し

たものである。

1950 年-195] 主r・tr~2回日殻生にfjlJ試した夏繭(的態)は筑 1回日の被害果より結繭せしめた

ものを飾に掛け採繭したものである。覆土佐び・に薬剤撒粉寅.~~に 1~t: した夏繭も亦同じ方法によっ

た。

賞 dVFEFJH 、 匡

#!~島理匡

耕 匡

覆 土 直

地表薬剤撒粉医

供試薬剤

1回医

1寸匡

1ij，J匝

2田区

2寸直

2 (，9 j;tI 

3田区

3寸匡

3(，9匝 5(，9匝 (121三方尺に封し)
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B. H. C. 1ヲ}剤 0.596

B. H. C. 7]'(手n#U 5.096 

D. D. T. 71'叫II1'tIJ 20.0% 

費験鹿理並びに調査法

;1!!~底J;!]!匝は J来日向した繭を Iilìl場に於て地二夫に並ペ 1- 1.5cm 覆土し金網拡i を蛮い泣き持円-'1'""前

10時に翻祭主と行い殻生し来った成品を調在したものである。

11:1耕匝は1!11I場内に簡易な網宝を設置し共の 1:1-1に探繭せる繭を並ぺ 1-1..5cm覆土し之れに仁1:1

耕を行ったものでるる。 Il/iJl:の同教及びJリj日li2A2第 3去に示す如〈である。向1'11耕:を行う場合

にはft;1~の時五H系J-.簡易緋i宝を取はづした。

rll耕には自動耕転機(ローグリ戸式)を使用し深度3寸で施行した。自動耕転機にて中耕する

場合H1\験匝内の繭が後方及び:~í~ll而に飛散る事が有り得るのでローグリ{の部分を涯にてや1い繭の

飛散するのを防いだ。

1:1: 1 $片撹w匝と云うのは千ーにて深度 3 寸程度に指先にで筋J!)~に土岐を撹持したものである。

成滋殻生数調布は前rJiと同じで有る。

護ニ1: 匝

覆土l主には覆土の杭度により犬々 1寸lif&，2寸l!lli， 3寸匝の 3匝を設けた。覆土にmいた土は
2分日の簡をかけた前日:で・あるo

ilíJ以上の外に更に土塊混りの一般附場土を 1 寸・覆ニ['.した V~~ をも設けた。

各匝共に覆土したi栄さまでj二の 1:11に金網.Hiを挿入し毎日午前10時に成品の殻生数を調布した。

地表架空宇j撒粉恒

水質験に供月iせる燕7ヤ]は， B. H， C.粉剤0.5%，B. H. C.水不IIf~J5.096，及ぴ D.D. T. 7k手11剤

20%の3和である。

地去に採繭せる繭を並べ，前日:を l-Uicm裂土し去jj'ijに犬々 試験阻停に)iJj定量の薬剤を撒

粉L.，然る後手を以て事iI_<表土と築資Ijとそ混合した。之れに金網33iを覆い成品殻生教を調布した。

第3章寅験成績並に考察

第 1節中耕に闘する費験

A越年繭よりの第 1四日夜生に閲する試験
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王室生歩合

(~の

君主生数

(匹)

第 2表

1!モ繭数
底。剤l

I'!] 型士 | 
JJ 

(In]) 

)JIJ IJ百ー
11 

(悩)

~慮咽l 娠

中耕 1，民

36.67 55 150 

3.33 5 150 6月61-16)]151'12 

第 3表

阪L

王旦

B夏繭より第2回投生にM討する試験

l
 

nH-

笈験年次

(筒)
FI 月

年

60.00 120 200 1950 

Bリ

I官 l
nロ. ' 

，.. I 
Ilil.1. 

型二慮無

64.00 128 200 1951 cH普慮哩¥

自動耕転機
巾 f井

2.00 4 200 8月21H1951 
匝

[瓦 l
2.08 15 720-8月18H包月13112 1950 向動主)1転機

中;fJ1=

O 

18.0 

。
36 

200 

20Q 

同日3問主E絹

明 15附 161柳川
8月14H3 

3 

1951 

1951 

白動耕転機
中耕民 t

子主)1
中耕携弁阪 1

片山供用主主験
材料数

(個)

被害来
400 

第 4表

理J!.島

被害果
摘採月 H

}!繭
採繭月 11

!li] I民
中f井月H

565 8. 8 7.25 慮理問L
くl)-....，-; (心、喰被害果400間放置臥)

日4JJ:繭
774 

8. 8 7.25 自白主)1中(l) 凪し枠
仰
句
4
刈

L

U

I

L

u

r

 

-

E

 

d'iE/i
、E
・
E

・‘
ーノワ白
/
I

、 15 支繭
720 

8月13H
8月1811後主)1阪耕 の

h
H
 
J
H
 
f
 

(2)の1Jt試繭数 774個は(1)の場合と向絞被害果400個より採繭したものである。

中耕民，巾主)1後の材料数720個とは中耕前洞化した 54を業百lし，簡易綱室に残りたるもの。

ヨぢー

UC4去の成品殻生経過l土第 11品¥1の如くである。

第 11，'，，¥11'1'耕匝と無庇正!J[j厄とに於ける成品殻生経過及び!{~ 2， 3去の賞験結果が示す如くモモシ

ンクヒ蛾の殻生に釘しでは無臨却によ七し中耕谷匝は顕著なる殻生抑WiJ効果が認められた。而し共

の効却の程度に於ては庭理方法の如何に依って可成の禿異がある。即ち自動耕転機使月1各医は土

壌を手にて撹伴せる匝に比し蛾の資生に封する抑!民効果が監rr~H去って居る。
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Icr::; 

『四 f可/0.11 

第 1園

第2，3去の自動耕転機による ::1"1耕mに於ても尚少数乍ら殻生をみて吊るのは1'1
'
耕による覆土

その結果として土壌に間隙を生じたる1.sめと考えられの不充分或は土壌の昨土が*Hlかくならや

る。第4去寅験結果に於てもi1Ij拘と同じく ::1:1耕匝が優り，第 1f品lに於て示す如く中耕後むちに殻

即ち第 1田中耕施行日にはFN匝共に 25蛾が設生し舟るに生抑uvtに顕著なる効果が現れて府る。

反って1!J1i庭却匝は 4i蛾の多中耕施行翌Hには::1:1耕l?![の殻生は僅かに 3蛾に過ぎすヘ拘わらや，

敢に建して府るのである。

上述の如く1\:1耕:が成品設生に封し抑![\I~的効果のある訓111に就て以下少しく考察してみたいと

その可能なる翌日FIIとして大休次の二つの場合が5ifえられる。

第 1は自動耕転機(ロータリー)は回締法度が急:速なるためrl:1耕の際品自体が傷撃を受けて姥

Jιぅ。

:91.:に王らしめられる事。

ゴ‘接反*挙が充分に行われ当日2は自動耕転機による 1:1:1耕は微粉JIJ¥に昨土せらるるのみならや，

る結県として手耕をした場合の如く土壊と土塊とのIt¥Jに空隙を浅さや，従って土j:J'Q::I'で洞化した

蛾が之の窓際を縫って地去に出現するものとせば乎耕に比し，自動耕転機(ローグリー)による't'

耕の方が蛾の地表IH現を同期iーならしめる可能性が大きい事。之れ筆者が次に述べる寵土試験を行



りんご心日食品モ毛シンクヒガのを童生と土壌管避との闘併、 57 

った所以である。

第2節覆土に闘する費験

前長!!;せる虫Ilく若し土壊中で羽化した蛾が，土壌の空隙を縫って地去に現わるるものとせば，

覆土の!字さが増せば士官す程蛾の琵現率は低下する告で有り，更に又同じ!手さの覆土をなした場合

と搬も覆土に供用した土壊が塊t¥;たにして粗なるか微粉欣にして絡なるかによって蛾の殻生率は影

響される筈でるる。之の，軌を確める矯めに行った試験の成績は第5去に示す如くである。

第 5表 覆土に闘するliX続 (1951&f'.) (夏繭使用)

蛾

由主 .llu 庭 理
供繭書士

至宝生駿 霊童生歩合

(個) (匹) (%) 

b豆 2分目餓通し細土 150 2 /.33 

2 [瓦 11 150 O O 

3 。巨五 グ 150 O O 

l 匝 普通園場土(土塊J昆り) 150 15 10.00 

無庭王里砥 200 128 64.00 

上ぬの宣車窓結果は完全に筆者の推察を裏書して居るものと見倣す~Jiは /:U米得る。現に筆者は

覆土せる各匝に於ける羽化せる成過が土壊中にて艶死せるを認める4jiが出来た。

:;7(に貰験結県に於て見逃してならぬ今一つの重要な賄は，土壌が{蹄!日に伴土された場合には

僅か 1 寸の深さの提ゴ二によっても寅際J二P百んど完全に成品の費生を:}Jpl!l'~し f'.}ると云う ~iである。

繭が 1寸或は 2寸の1手さの覆土をされたからと云うて，それが:@めに何等繭休に傷害が及ぶ詳の

ものではない筈である。然るに単に覆土ナる事のみによって上掲の虫n<完全に蛾の出現を:}JjJ躍し

得るのである o 之の 41;'.買は l:f:1耕が蛾の琵生:}JPW'~に有効なる迎Üll主筆者が先に掲げた可能なりと考

えられた二つの場合の内第2の場合が主たるものであり，第 1の場合は殆んど全く閥係がないと

云う ~Ìj:を有力に物語って居るものである。

官'，J木賞験と共に土壌鎮~~~匝をも設ければJ1!に一騎顕著なる結果が符られたものと足、う。

第3節地表薬剤撒粉に闘する費駿

ンド賓験もモモシンクヒが土中に於て踊化，羽化する習性に鑑みて地去に B.H. C.位ぴに D.

D.T.を撒粉する3iーによって地1[1に費生した蛾を殺し作るや否やを;(;'¥験するLl的で行ったもので

ある。第6-8去はその寅験結県を示ナ。
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第 6表 玉Z繭に闘する成績 (1951年)

蛾 地表/Ilf見後焼死

鼠別 庭 渇l 縫週月日
供繭敗

後生数|溌生歩合 蛾の鍛|歩 合

(側) (l!f) I (%) (l!f) I (%) 

A l.lli. I平方尺に鈎し l匁 8.14 200 14 7.00 14 100.00 B.H.C.N掬110.5%

B r.豆 グ 2匁 8.14 200 11 5.50 11 100.00 

C I.f. グ 3匁 8. 14 200 17 8.50 17 100.00 

D [.¥{ 1鴻 E足 王.ITl 200 128 64.00 一

第 7表 越年繭(そ繭)に闘する成主主 (J950年)

底 辺 蛾 l地表出現後略死
供繭敗|一一一一l一一一一一I，""~11!1_ I蛾の数

限 別 Ict ... 1 ....， ;a: 1'" ~-~ I殺生数 1霊童生歩合|蛾の費支|月日|方 法 I~.:.<...:t:*:UÅ I !i'...c..:...--t.Y f..1 I :ltpi."......:!iJl I歩合
I (悩) I (匹) I (%) I (l!f)I (%) 

6. 10 1 :干・方尺に到し 5匁
D.D.T.水平日剤20ぷ O 極

恒

一

1
・

哩

一

明

蕗

↑

虞
加
…
一

100 O 

36.67 150 55 

第 8表 笈:I績に闘する成続(1950年)

B注 :FJ~， 蛾 地表lH現後申告死

匝五 万リ
111:繭扱:

後生数|後生歩合 蛾の毅(蛾の放月 カ 法
(匹)歩(%合) (個) (匹) I (%) 

D.D.T 8.12 l 平D方.尺Dに到し 200 18 9.00 18 100.00 
感王ffi[1託 . T . *ofllifI120% 2匁

B.H.C. 8.12 1守尺に到し 3匁 200 0.50 100.08 E足まjj1， 1氏 .H.C.7K利殉115%

無虞1l![!瓦 200 120 60.00 

一

上t誌の各!JX:松によればJHU量出凶によじし，築制撒粉l必は各悩共蛾の設現を著しく;JJJlLU~ し肘る。

丸iC6 去によれば~!!~底型1\匝に於て 64%の殻生率で・あるのにおし， B.H.C.撒;j;)子園は世:かに 5-8

%杭皮の設生に過ぎない。出iち地去に IU現し3\(る蛾の 1l!Kをカ!~底上lJ!.のi易合のそれの約山祝度にHfζI1二

める ~li:が出来るのである。サ;に然らば辛うじて地去に 11\現し得た蛾の共の後に於ける勤行は女i巾j

と観察するに出現後20-30分/1，1]1乞その総てが蜂到する事を認めた。長flち結果に於ては，底追jl匝に

於ては 11症の蛾も殻生せしめなかったと云う事になる。 1;\J~使川した薬剤の笠と地去に IH現した

1肢の敢とのIHJには比例的な闘係は認められなかったが，貰際|問題としては故小の使m量(1千万
Rに 1!J))にでもうと壁u::Wj し得ると云う~Jî.が午IJった誌で、ある。 í司会筆者ーは更にJIj霊:をと少なくした

場合に就いて目下研究中である。

引J;1なイヰ耳目最に於ても羽化成車協が多数J:lj.1に於て箆死せる駄に鑑みてB.H.C.或は D.D.Tを
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iÜ接町l態には効果が無く，地中にて洞化した蛾に封して初めて有効であると云う事も ~òJjった。

要約

本賞験結県を要約すれば三大の虫fIくでるる。

1) モモシンクヒ品の護生防止に封し中耕が顕著なる交JJ :!jhJJ~~うる。

2) その原i却は中耕による晶体への傷害に非やして，むしろ削を地中に埋め込み地中に於て

羽化した成品が地去に上り来る事を不可能ならしむるにある事を工高Eする事が出来た。

3) 1!lに該試験によって地中に於て羽化した成品は土壌中の空隙を縫うて地:衣に出現するも

のであると云う筆者の推察が立詮せられた。

4) 従って中耕による覆土は単に!手いだけではまだ以て完全に有効とは云い難いのであって

空隙を浅さね程度に土壊を*Hl砕する事が必要で、ある。之の{制午さへ叶へらるるならば覆土は僅か

1寸の!手さを以てしでも質問的には殆んど完杢に目的が主主ー成せらるる事ーが午.¥jった。

5) B. H. C.を地去に撒扮する事によって地中に於て羽化せる臥ーのよ血友出現を約1/9程度に抑

陛し得るのみならや辛うじて地去に出現した蛾もその総てが20--30 分I~l にて鍔死する。長Ilち護生

を完全に防止し得る ~t~が判った。但じ B.H.C. 粉剤jは嗣態にf:tしては効果が虫!~<.それより殻生

した成品に針して初めて効果がるる {ji~泊 ~*ljった。従って賞際問題としては農薬の撒粉は羽化也前
J 

に行う事が必要保件である。
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